
  

入札説明書 
 

下記の建設工事について、指名競争入札（総合評価落札方式（特別簡易型・事後審査型））を
執行します。 

この入札は、電子入札システムを利用して執行します。 
なお、本件は「藤枝市週休２日工事（土木工事）実施要領」及び「藤枝市建設工事工期設定

要領」に基づく週休２日工事とします。 

 

令和８年９月２５日  

藤枝市 市長 北村正平 

記 

１ 入札に付する事項 

入札方法 指名競争入札 

入札番号 第 １５７ 号 

工事名 令和８年度（都再）市道青木藤枝線（本町一丁目外）道路施設高質空間形

成工事 

工事箇所 藤枝市 本町一丁目・藤枝五丁目 地内 

工事概要 施工延長 Ｌ＝２１５.８ｍ、舗装工 Ａ＝８１３ｍ２、 

道路付属物施設工 Ｎ＝１式 

工期（完成期限） 令和９年１月２９日 限り 

落札の制限 
 

調査基準価格あり 

失格判断基準あり 

その他 本件工事が、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律第９条
第１項に規定する対象工事となる場合には、解体工事に要する費
用、再資源化等に要する費用、分別解体の方法並びに再資源化等を
する施設の名称及び所在地を契約条件書で定める。 
なお、その内容は同法第１２条第１項の規定により受注者が発注者
に対して行う説明の際確認するものとする。 

発注者 藤枝市 市長 北村正平 

 

２ 入札日程等 

設計図書の閲覧 

本公告日から 

令和８年１０月２３日（金）ま

で 

藤枝市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ又は入札情報

ｻｰﾋﾞｽ(PPI)からﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞとす

る。 

総合評価に係る事前審査

書類の提出期限 

令和８年１０月９日（金） 

（市の休日を除く）の正午ま

で 

提出方法：電子入札ｼｽﾃﾑによ

り提出すること。 

設計図書に関する質問 
令和８年１０月９日（金） 

（市の休日を除く）の正午まで 

提出方法：電子入札ｼｽﾃﾑによ

り提出すること。 

設計図書に関する質問の

回答 

 

電子入札ｼｽﾃﾑに回答を掲載。 

入札方法 

藤枝市電子入札運用基準に基

づく電子入札。電子入札ｼｽﾃﾑに

より入札金額を入力し、「工事

費内訳書」を電子入札ｼｽﾃﾑの添

工事費内訳書の配布は、藤枝

市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞからﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞとす

る。 



  

付機能により添付し提出する

こと。 

入札書受付期間 
令和８年１０月２２日（木）午前９時から 

令和８年１０月２３日（金）午後２時まで 

開札日時 令和８年１０月２６日（月）午前９時 

開札場所 藤枝市役所西館３階 契約準備室 

電子くじ 

適用 

落札となるべき価格で入札をした者が２以上ある場合には、電

子入札システムによる「電子くじ」により落札者を決定する。 

配置予定現場代理人・技

術者届、総合評価に係る

事後審査資料等の提出日 

提出を求められた日の翌日か

ら起算して２日以内（市の休

日を除く） 

提出場所： 

 藤枝市総務部契約検査課 

提出時間： 

 午前９時から午後５時まで 

提出方法： 

 電子メールで提出するこ

と。 

落札の可否 
確認申請書等の提出期限日の翌日から起算して２日以内（市

の休日を除く）に電子入札システムにより通知する。 

（注）開札の時刻は予定であり、当日の入札案件数、その他の都合により遅れる場合がある。 
 

 
３ 入札保証金等 

入札保証金 免除 

契約保証金 請負代金額の１０分の１以上の額を納付（ただし、請負代金額が３

００万円未満の場合は免除。低入札価格調査を受けて落札した者に

あっては、請負代金額の１０分の３以上の額を納付。） 

前払金 請負代金額の６０％以内。（但し、中間前金払２０％を含む。） 

部分払 ① 請負代金額    １００万円以上    ５００万円未満 １回以内 

② 請負代金額   ５００万円以上 １，０００万円未満 ２回以内 

② 請負代金額 １，０００万円以上 ５，０００万円未満 ３回以内 

③ 請負代金額 ５，０００万円以上           ４回以内 

契約書の作成 要（藤枝市建設工事請負契約約款による。） 

工程表の提出 要 

工事工程月報の提出 別途、指示による。 

現場代理人及び技術

者の氏名の通知 

書面 

工事ＰＲに関する掲

示物の設置 

要（「工事ＰＲに関する掲示物設置試行要領」によるので、別途ホー

ムページ等で確認すること。） 

工事カルテ 

（CORINS 登録） 

 

請負代金額が５００万円以上の場合は要 

 

支払条件 
前 払 金：あり（請負代金額が３００万円以上の場合） 

部分払金：あり 

 

４ 総合評価 
(１)  総合評価落札方式の仕組み 

本工事の総合評価落札方式は、標準点（発注者が設定している要件を満たしている場
合に付与する点数）と加算点（価格以外の要素の内容に応じて付与する点数）の合計を
当該入札参加者の入札価格で除して得た数値（以下「評価値」という。）を算出し、落札



  

者を決定する方式とする。 
(２)  評価項目 

評価項目については、次のとおりである。具体的な評価基準等については、「総合評価
落札方式（特別簡易型）の試行に関する運用ガイドライン」による。 
① 企業の技術力に関する事項 
② 企業の信頼性・社会性に関する事項 
※①と②の項目で最大４５点の加算点とする。 

(３) 落札候補者の決定 
 ① 入札参加資格を満たしている場合に標準点を与え、更に企業の技術力等の内容に応

じて加算点を与える。なお、標準点は１００点とし、加算点の最高点を４５点とする。 
② 入札参加者は、価格及び企業の技術力等をもって入札し、次のアとイの要件に該当
する者のうち、評価値の最も高い者を落札候補者とする。ただし、落札候補者となる
べき者の入札価格が藤枝市低入札価格調査制度事務取扱規程（平成１３年藤枝市訓令
第２号）に規定する調査基準価格を下回った場合は、その者により当該契約の内容に
適合した履行がなされないおそれがあると認められるとき、又はその者と契約するこ
とが公正な取引の秩序を乱すこととなるおそれがあって著しく不適当であると認めら
れるときは次の要件に該当する入札をした他の者のうち、評価値の最も高い者を落札
候補者とすることがある。 
 ア 入札公告等において定めた入札参加資格等をすべて満たしていること。 

  イ 入札価格が予定価格の制限の範囲内にあること。 
③ 上記②において、評価値の最も高い者が２者以上あるときは、電子くじにより落札

候補者を決定する。 
(４) 同種工事 

平成２３年９月２６日以降に国又は地方公共団体が発注した工事で、歩行者系舗装工事
の延長 200ｍ以上を元請で施工した実績を有すること。 

(５) 類似工事 
平成２３年９月２６日以降に国又は地方公共団体が発注した工事で、歩行者系舗装工事

を元請で施工した実績を有すること。 
(６) 落札の決定 

入札後に落札候補者から提出された資料を審査し、その結果、参加資格要件を満たし
ており、評価値の最も高い者と確認した場合は、当該落札候補者を落札者として決定す
る。参加資格要件を満たしていないと確認した場合は、当該落札候補者が行った入札を
無効とした上で、次順位者を落札候補者とし、資料の提出を求める。また、落札候補者
が評価値の最も高い者でないと認めた場合も、次順位者を落札候補者とし、資料の提出
を求める。なお、落札者が決定するまで順次同様の手続きを行うものとする。 

(７) 評価内容の担保 
落札者の提示した企業の信頼性・社会性の評価項目において、「当該工事における地元

（市内）の施工率」を加点申告し、加点された者については、工事完成時において履行
状況についての確認を行うものとする。提示した内容が履行されず評価点が下回った場
合は、工事成績評定において適正に評価します。（ケースによって、最大３点の減点が生
じます。） 

(８) その他 
評価点確認申請書の申請点の記載にあたっては、総合評価落札方式（特別簡易型）の

試行に関する運用ガイドラインを熟読の上、誤りのないように記入することとする。 

 

５ 入札の無効 
(１)  次のいずれかに該当する場合は、当該入札者の入札を無効とする。 

① 入札参加資格のない者が行った入札 
② 電子認証の不正使用による入札 
③ 入札に際して談合等による不正行為があった入札 
④ 一つの入札に２つ以上の工事費内訳書を添付した入札 
⑤ 工事費内訳書の提出が義務付けられている入札について、工事費内訳書が添付されて

いない入札 
⑥ その他、入札に関する条件に違反したとき 



  

(２)  入札に際しては、藤枝市建設工事等競争契約入札心得、藤枝市電子入札運用基準、藤枝市
財務規則その他公示又は公表されている藤枝市の入札及び契約に関する規程に基づき執
行し、それらの規程に示された条件に違反した入札は無効とする。 

 

６ 配置予定技術者等の資格・雇用関係 
(１) 配置予定技術者等の資格・雇用関係については、「主任・監理技術者及び現場代理人の受

注者との雇用関係について」によるので、別途ホームページ等で確認すること。 

(２) 確認申請書等に記載した配置予定技術者は、病休、退職等の特別な理由がある場合を除

き、変更することはできない。 

(３) 請負代金額が４，５００万円（建築一式工事は９，０００万円）以上の工事にあっては、

建設業法第２６条第３項の規定に基づき専任の主任（監理）技術者を配置できること。 

(４) 土木一式工事にあっては請負代金額５００万円以上４，５００万円未満、建築一式工事

にあっては１，５００万円以上９，０００万円未満（入札参加条件等において技術者を「施

工現場に専任で配置できる者」とした工事は除く）の場合、主任技術者として兼任できる

件数は３件までとし、当該工事に配置できること。 

担当している公共工事の件数の取扱いについては、次のとおりとする。 

ア 中止の手続が書面により行われている工事は、担当している公共工事の件数から除外

する。 

イ 建設業法施行令（昭和３１年政令第２７３号）第２７条第２項に規定する工事（専任

の監理技術者の配置を要しない場合に限る。）は、それぞれの工事を通じて１の工事とす

る。 

ウ 工期が重複し、かつ、工事の対象物が一体性を有する工事であって、一方の工事が随

意契約による工事については、それぞれの工事を通じて１の工事とする。 

エ 主任技術者等の兼任については、「主任・監理技術者及び現場代理人の兼任に関する

取扱いについて」によるので、別途ホームページ等で確認すること。 
(５) 確認申請書等に記載した配置予定技術者等にあっては直接的かつ恒常的な雇用関係が必

要であるので、その旨を明示することができる資料を求めることがあり、その明示がなさ

れない場合は入札に参加できない。 

(６) 「官公需適格組合における組合員からの在籍出向者たる監理技術者又は主任技術者の直

接的かつ恒常的な雇用関係の取扱い等について（試行）」又は「親会社及びその連結子会社

の間の出向社員に係る主任技術者又は監理技術者の直接的かつ恒常的な雇用関係の取扱い

等について（改正）」において定められた在籍出向の要件に適合しない場合又は当該要件に

適合することを証する資料の提出がなされない場合は入札に参加できない。また、当該要

件に適合しない者を監理技術者等として設置していることが確認された場合は契約を解除

する。 

 

７ 現場代理人 

(１) 現場代理人とは、請負契約の適正な履行を確保するため、工事現場の取り締まりのほか、

工事の施工及び契約事務に関する一切の事項を処理するものとし工事現場に置かれる受注

者の代理人であり、原則、工事現場に専任で常駐しなければならない。ただし、特に常駐

する必要がないと発注者が認めたときは、この限りでない。 

(２) 現場代理人の常駐義務の緩和については、「主任・監理技術者及び現場代理人の兼任に関

する取扱いについて」によるので、別途ホームページ等で確認すること。 

 

８ その他  

(１) 低入札価格調査制度については、「低入札価格調査制度事務取扱規程・マニュアル」によ

るので、別途ホームページ等で確認すること。低入札価格調査を受けて落札した者にあっ

ては、現場代理人、主任技術者又は監理技術者及び専門技術者を、兼ねることができない。 



  

(２) 中間前金払制度及び地域建設業経営強化融資制度については、「建設工事の中間前金払に

関する取扱要綱」及び「地域建設業経営強化融資制度に係る債権譲渡承諾事務取扱要領」

によるので、別途ホームページ等で確認すること。 

(３) 入札に関し、入札執行前に談合情報が寄せられた場合、入札を保留することがある。 
(４) 申請のあった配置予定技術者を配置できない場合や CORINS 等により配置予定の技術者

の専任義務違反の事実が確認された場合は、原則、契約しない、又は契約を解除する。 
(５) 他の工事を落札したことにより配置予定の技術者を配置できないにもかかわらず入札し

た場合や従事している工事の未完了等により、技術者が配置できないにもかかわらず入札
した場合は藤枝市入札参加資格停止措置要綱（平成２５年藤枝市告示第１７７号）に基づ
く入札参加停止を行うことがある。 

(６) 地元業者育成の観点から次の点に配慮すること。 
・下請施工を必要とする場合は、可能な限り藤枝市内の業者へ発注するよう努めること。 
・工事の施工に必要な建設資材、建設機械等の購入やリースは、可能な限り藤枝市内の業

者へ発注するよう努めること。 
(７) 下請施工を必要とする場合、社会保険等未加入者との一次下請負契約を締結することは

原則できない（適用除外者（加入義務がない者）は除く）。 
(８) 本工事は、発注者及び受注者の間の情報を電子的に交換・共有することにより業務の効

率化を図る情報共有システム（ＡＳＰ）の対象工事であるため、受注者は情報共有システ
ムの利用の有無を発注者と協議し決定すること。 

 
＊＊＊＊＊＊＊未来への礎を創る品質と効率化に優れた公共調達＊＊＊＊＊＊ 

藤枝市 総務部 契約検査課          
〒４２６－８７２２ 藤枝市岡出山１丁目１１番１号 
ＴＥＬ  ０５４－６４３－３２４９ 
ＦＡＸ  ０５４－６４３－３１８５ 
E-mail keiyakukensa@city.fujieda.shizuoka.jp   

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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